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はじめに（庄　紀子）
子どもに関 る を対 に， 年から

本セ ーを して 年目となった。 年

から続 新 コ ウイルス 症 大の か

ら， 年度も WEB とした。 は， ー

を「児 期 神 外来を初めて するまで

に」とし，会の を の で説明した。

事 録者は 名，当日の最大アクセス数

は 名と，多 の方 が子どもの 神的 題に

関 を ， を ておられることを再認

した。 年度，新 と 医 が

し，新たに 奈子医 ，山本 平医 を え

たこともあり， 名の常 医 全員が 題を担当

し，ライ で をする 式とした。事務 を担

う 理 の により，大きなトラ ルもな

を終えることができた。アン ートには

名から をいただき， を得た。

事 業 報 告

令和 4 年度　神奈川県立こども医療センター
こどものこころのケアネットワーク事業
児童思春期精神科Webセミナー

日　時　2022 年 10月15日（土）14 時～16 時半

　　　　（インターネットライブ配信）

テーマ　「児童思春期精神科外来を初めて受診するまでに」

　　　　－家族や支援者が子どものために今できること－

司　会　児童思春期精神科　ソーシャルワーカー　堀内　亮

演題・演者

　（1）会の趣旨：神奈川県立こども医療センター児童思春期精神科の現状および初診待機患者
のフォロー体制の構築に向けて

児童思春期精神科　医師　庄　　紀子　

　（2）子どもに発達障害があるのではないかと心配になった時

児童思春期精神科　医師　尾野美奈子　

　（3）子どもにこころと身体の不調がみられた時

児童思春期精神科　医師　廣内　千晶　

　（4）子どもがゲームをやめられない時（小学生・中学生編）

児童思春期精神科　医師　山本　恭平　

　（5）子どもへの薬の治療について知りたい時

児童思春期精神科　医師　豊原　公司　

　（6）子どもの精神科受診を考えた時 －ソーシャルワーカーの視点から伝えたいこと－

児童思春期精神科　ソーシャルワーカー　永井　直子　
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（1 ）会の趣旨：神奈川県立こども医療センター児
童思春期精神科の現状および初診待機患者の
フォロー体制の構築に向けて（庄　紀子）

年から 年度まで， 生 が

する「子どもの の 療 ト ーク事 」を神

奈川県から当センターに委 され をした。神

奈川県が同事 の参 を終 した 年から

は，当センター の「こどものここ の ア

ト ーク事 」（以下，本事 ）を児

期 神 （以下，当 ）と 理 が 同して

しており，この児 期 神 セ ーも

本事 の として している。

当 外来は 全 で，原則として初

は中学 年まで， 続 療は （ 校 年）

までを対 としている。 年度の年 初 患

者数は 名 であったが， 患者の を

け， 年度からは年 初 患者数が 名以

上となり， をいただいてから初 までの

平 期 も - か月から に 期 し，

年度には か月になった（ 患者は別

に対応）。初 患者数の により再 患者数も

し，常 医 は 続患者を - 名 け

， か月に の を 続することがままな

らない になっている。

患者 の要 は多い。 期 入が 要と

される発 について，注意 多 症の

は - ， スペクトラム症の は

1- とも言 れ，これらは な ではな

い。 の を る児 相 所 の 相

数は 年度には , を え， の

による 神的 題を に される子どもも多

い。 校は小学生で ，中学生で に

みられる。 医志 の れもあり， 年 に

は が られていた児 神 医療 の

理的 が下がったものの，児 神 医の

対数は ないままである。 に 年の新 コ

ウイルス 症 行を に，神 性

症患者や， をする子どもが しており，児

神 療の ー は まっている。

当 では， 患者に地 医療 関 の を

しているが，地 の児 神 医療 関も

した であり， は容 ではない。 に，

年度からは 患者の 度によって初

期 を ターンに ける り みを

し，生 もし は な 神症 を す

る患者を か月以内に できるよう みている

が， の患者の 期 は 年 度に びて

いる。

このように，初 期 の を目 すこと

が現 的に である中，初 患者の家族を

対 とした 理 の作成を，本事 の 年

度の目 として 定した。当 を に さ

れる に， 療で にお ししている内容を

でお えすることにより， から子ども

の対応を していただ になることを意図

したものである。 者は，外来でよ ける質

の を意 して を行った。また， の

には，家族 け 理 として改 す

き点をアン ートに記載していただ よう し

た。 名の からいただいた 意見を， 理

に けて 立てていきたい。

（2 ）子どもに発達障害があるのではないかと心配
になった時（尾野美奈子）

【はじめに】
「かんし が しい」「こだ りが い」「

である」「 まで ない」という てに

さや，「他児と同 ことができない」「 言や

を るう」「 の れがある」という集 生

活での り とやトラ ルをきっかけに，家族が

発 というキー ードにたどり き，

を めて を するという れが多いと

ている。

【発達障害とは何か －主に自閉スペクトラム症（ASD）
と注意欠如多動症（ADHD）について－】

発 は，生まれつきの の のた

め， の がアン ランスに発 することで，

コ ーシ ンや認 ，行 ，学 ，社会性

などの に りが生まれることと考えられてい

る。 の の原 は かっておら ，その

ため に の や が原 であると

されてきたが，生まれつきの の であ

る。 子との関 ， 性は 明されていない

ことが多いが， には子どもと同 ような

を が つことは な ない。
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発 の種 には， スペクトラム症（以

下，ASD），注意 多 症（以下，ADHD），

的 ， 性学 症などが まれる。これ

らは，単 で症 が表れることもあるが，い つ

かの発 を せ つこともある。

ASD の特性としては， 社会性の ， コ

ーシ ンの ， の ，

の 題があり， と合 せることが 手，言

の使い方が 特である， を しめない，

が他 と て もし は である，という

特 につながる。ADHD の特性としては， 多

性， 性， 注意の 題があり， っと

していられない，考える に行 してしまう，

れっ て集中できない，という特 につなが

る。

い れも， を確定するための特 な 査は

な ，その子どもの を し， での

子を して， に らし合 せて を

行う。 の 療です てを するのは し

，成 を見ながら することもある。また，

元 発 の特性がない子どもであっても，

を め養 者と 定した関 が けないと

成の 題を え，日常生活の に き当たっ

た に 見 ASD や ADHD と同 症 を するこ

とがあり，その症 が生来の発 特性に 来する

ものであるか，それとも の 題の である

のかが からないことがある。

【発達障害を持つ子どもの生きづらさ】
発 の 的な 題は， と合 せること

が 手， きがな っとしていられないな

ど，特性から生 る生活上の 題である。これら

の行 は，ともすると 題行 に りやすいた

め， や から に られ続ける，同 代の

子どもた と めない， に入れない，学校

の についていけな なるなど，生活の中で

や を うリスクが なる。その ，

「 生 やっているのにうま いかない」「 た

しは メな子だ」と を い， 言や ，意

の 下に発展する可 性がある。このような

的な 題（ ）が きると，周 から

定的な目で見られて理 を得ることがますます

し なるという に る。

の症 は， 度の や 言，家 内

という行 の ， うつ，対 などの

神症 ， ， ， などの 体症

として表れ，引きこもりや 校， 行 など

と発展する可 性がある。これらの の

症 は，発 の 的な 題よりも周 を

らせる言 が し なる がある。 として

いるという印 も与えやす なるため，その子が

もともと に き っていたのかが かりに

なり，これらの の症 に対して 療的対

応が 要になることも多 ，対応は 常に しい

ものになる。

発 の特性があっても，小さい から

な対応をされた子どものなかには， が 定

し， に を って成 して，社会の中で

をもって生活している が な ない。そうし

た子どもの えになるのは， は でいい

んだ という である。 を け続けて

つより， められて をつけて った子の

は 定し， が まれる。そのために

は，小さい からの かい体 の み がとて

も大 である。発 の特性を そうとするの

ではな ，その特性を理 し，その子どもの 界

を し， して， ートすることが大 で

ある。

【子どもの立場になって考えること】
発 を つ子どもは，意図せ に行うこと

を されることが多 ，つらい になりや

すい。 の期 に応えたい， りたいと って

いるのにうま いか ，「 する が い」，

「言 れたとおりに っているのにうま いか

ない 」とつらい がつのる。そんな ，周

に の立場になって考えて れる大 がいる

とどうだ うか。見守られている ，理 さ

れる しさが，子どもの を 全に てる

なのではないだ うか。

（3 ）子どもにこころと身体の不調がみられた時
（廣内千晶）
は めに

子どもにここ の症 （ 神症 ）や， 性

が れる 体症 がみられたときには， の
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ための な対応が 要である。しかしながら，

児 神 などの 的な医療 関は な ，

の初 期 の 期 も相まって，

な が なことが多い。そこで，ここ の療

養の 方， な の対 など，家 や地

でもできるここ の の対応方 について

した。

【ストレスについて】
ここ の の原 として， られている

ものに「ストレス」がある。ストレスにもさま

まなものがあり，例え 度に大きな を

ける のものは， らも周 も づきやすいが，

日 と を ける のものは づかれ

に い。また，「家族が えた」「 い成 をとっ

た」などの しい ードであっても，その

の 応やプレ シ ーがストレスになるこ

とがある。また， な事 にもストレスを

やすい性質の子どももおり，発 に りのある子

どもは， な が要 されたり られたりす

る 会の多さから，より多 のストレスを ける

にある。 りが な子どもは， って周

に を づかれに いことがあり，注意が 要

である。

ストレスが子どもにとって 度であれ ，

いて対 することが可 であり，成 にもつな

がる。しかし，対 可 な 度を えると「ここ

の症 （ 神症 ）」が出現することがある。

注意したいのは，ここ の症 であっても「 体

の症 」として出現することがある，ということ

である。

ここ の症 の例としては，本来 きなことが

しめな なる， れな なる，だらだらする

が える， 的になりやす なる，などが

られる。こういった は周 から「 けて

いる」と見 され， られる 会が えることが

よ ある。また中には， りから に うと

する子どももいる。

体症 の例としては， リ ムの れ，

や ， や ， などの 定

などが られる。小児 を しても 質的

な異常所見を認め ， 性を れることがあ

る。こうした症 が続 場合は，ここ の療養を

行い，症 の に めることが 要である。

【こころの療養について】
・休養

ま は「 養」を にとることが 要であ

る。子どもにとって ， 全な で，リラ

クスできる を作る。 っ り んでよいこと

を し， み事やここ の から を

とることを みる。のんびりとできる を確

し， 換や雑 などをするのが ましい。

な を確 することも 要である。

でできる簡単な作 （ り ， 作，手 など），

い や ，シ ン に出かけるといっ

たことも，リフレ シ や 度な 成 を得られ

る。こうした意 が出ないときには， できる

場所にただ るだけでもよい。

なお，療養期 中に学 を うとする子ど

ももいるが， よりも集中や 続ができな

かったり，できない を めたりしやす もあ

るため，療養期 の し方としては，リスクが

い。

家 では子どもの を 理に き出すこと

は えつつも「 したいことがあったらいつでも

よ」といった， ープンな を示してお

。 事や といった生活リ ムを えること

が ましいが，うま いかないことも多い。 え

る意 は 続けながらも， いにならない 度

に やかな目 を えるのがよい。

養が れるようになると，子どもに 理的な

裕が生まれ，ストレスについて り る子もい

る。そのときには，よ を いてあ るのがよ

い。 かったことや にも言えなかったこと，

に っていることなどが， の表出ととも

に されるとよいだ う。 き手は の や

言を え，ま は「大 だった 」などと

的に け めた上で，現 にどう対 するかを子

どもと に考える。例え ，ストレス を

けられるか， 応的な対 が可 かなどである。

それとともに， に社会 帰の 方について考

えてい 。

・社会復帰
社会 帰に しては，子ども に意 や 体
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性があることが 要である。また， 帰 の

者とは子どもの をできるだけ し，連 し

ながら めることが ましい。 ったり 理をし

たりしないよう， 体外 からのリ リのよう

に， つ に める。

家 でできる としては， の けない

との ， の 学 などがよいだ

う。学校 の 帰を目 すときにも，校 を見に

い ， に と会う，別 校や

校を みるなどのス プを みながら，

よいペースを す。行 は に 養をとり，

が再 したら に る。このようにし

て，子どもが を てるペース を につけ

てい ことが ましい。

・家族の健康維持
子どもの 養を見守りながら し続けること

は簡単ではな ，家族，特に 者のストレスも

まりやすい。家族も 神的に 裕を つ ，

現 を で え みす ， や などの

できる や， 関や 関，医療 関

などの相 関を りながら対 してい のがよ

い。

【療養の難しさ】
ここ の療養の には， 的な を う

ことも多い。例え ，学校を 定期 するこ

とは，学 の れや 関 からの 立の を

める。 者にとってもその は大き ，

なタイ ン や な期 で療養することを

る要 となる。また，元来性 が真面目で

であったり，「 らないことはよ ない」

といった を していたり，行 的であった

りすると，療養に対し ィ なイメージを

きやすい。さらには，ここ の が い 期

は， い考えが りし，そもそも より

もうま 養できないものであり，行 面におい

ても 行しやす ， になることを がった

り，家族に つ当たりしたりすることが える。

療養の 期に えが な ームやインター ト

の使用も， 的には や さを ら せるこ

とができるが，療養が 期になると 題が生

たり，家族関 が したりすることで，療養

を にする要 の つになりうる。

【困難な状態への対処】
・自傷行為（リストカットなど）

行 は，ここ の さを 的に和ら る

が， 的な対 ではな ， をは め 者

の を いやすいため，対応には を期す。

なる 子どもが平 から し， して せ

る な大 が 対応するようにする。その

，その子どもが に っているかを考え，

的に ったり， 方的に え したりすることは

える。な なら，子どもが に まれてしま

うと， をますます すようになり，事 の

につながることがあるからである。生 に別

がない であることが確かめられたら， する

ど かった に を示し，いつでも相

してよいという を与えるとよい。

・興奮，かんしゃく
やかんし は，ここ の が に

まり，理性的な が になっている であ

る。ま は，その を することを みる。

的に ったり，説得しようとする， 的に

することは， まし ない。 を けるため，

物や が ない場所に し，子どもに を

与える。子どもが 発しても， かい 度を

つつ り合 ないのがよい。大 が せ に見

守ると，子どもは に れて ることが多い。

いて ができる になったら，「 が

かったか」「そのとき，大 がどう対応すれ

できそうか」などの対 ができることが まし

いが，できない場合は 理をせ 「 けた

，よかった」などと， いの をかけるにとど

めてもよい。

・生命の危険があるとき
例え 「 にたい」という えが してい

る， に づ ような言 が見られる， 著な

や など， の生 を守れない行

が まっているときには，医療 関 の を

いだ方がよい。しかし「 にたい」という え

は，「 にたい らい い 」という子どもなり

の表現のこともあり， 性の に うことが
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よ ある。こういうときには で すること

は え，学校関 者やスクールカウンセラー，

関などと連 し，現 を しながら見守り

を しつつ，ま は子どもと いて対 で

きるかを みるのがよいと考える。

（4 ）子どもがゲームをやめられないとき（小学
生・中学生編）（山本恭平）
外来でよ ける子どもの ームに関する質

に対する という 式で を行った。

質�問 1．ゲーム機やスマートフォンは何歳から与
えるのがよいか
インター ト使用 年 が けれ い

ど 題使用に りやすいという報告はあるもの

の， 以 であれ 題使用にならないという

はない。

ス ートフ ンや ーム を与える には，

ルールを決めることが大 であることは ら

れており，子どもとの対 を して， 子ともに

得い ルール 定をしたの に， からの

与という で与えるのがよいとされている。しか

し， 現場では， がルールを守らせることが

でき に，なし し的にルールが してしまう

場合を多 する。

なし し的に したルール 定を 正するこ

とは，子どもの を けて になる。こ

の ， ーム 等を与える には，家族が し

てルールを守らせる体 を ことができるか，

家族も 行可 なルール 定であるのかを考 し

て決めることが大 である。ルールを決めても，

ルールが守られなかった の り決めを家族が

行できないと，本 がルールを守れないことを家

族が しつつも，ルールを守らないことを

的に許容してしまう となる。ルールを作って

決めるのが であるが，本 と対 してルール

を守らせるように 面に立つのが であるとい

う場合にこのような になりやすい。 の

では れをなして大 し する子どもも， の

では な 度にでる ， がルールを守ら

せることができない事 となる。そうすると，

が を し， 関 にも が生 て，

子どもがルールを守ることがより になる。ま

た， と子どもの関 を した が，

で対 しようとして，上手 いかない場

合も見かける。これは，家族 の 題ではな

， の 題（い るシス ム ラー）であ

る。例え ルールを守れなかった の対応を

がそ った で行うなどシス ム ラーを見

す事で， が改 する ースを する。

子どもがルールを ることは しい事ではな

い。ルールを守れなかったり，守らせられなかっ

たりすることに するのではな ，家族が

対 を ることが大 である。

質問 2．ゲームで凶暴な性格に変わるか
シ ー ィン の ームなど けが生

る ームの場合に， ーム中に な言 を使用

する， けて し て して れるなど，

的な言 に ることがあるが，それにより性

体が に ってしまうということはないとさ

れている。

「 で ームの最中に家族が をかけに行っ

たら，キレて れた」などの しを ことがあ

る。これは 「 フラ」（ フラ を略し

た トスラン で， がやって来る と

いう や として使う言 ）と れ， 対

の ームでは， かな を き らしたり

注意がそれるだけで けるため， と し

て対 している場合には， に をかけるこ

とになるため，子どもの りにつながる。しか

し，これは子どもの性 が になったのではな

， ームの性質による であり，子どもが

んでいる ームの性質をよ り， かけのタイ

ン などを することによって， や

を らすことができる場合もある。

質�問 3．勉強とゲームのどちらを先にさせるのが
よいか
明確な えはない。しかしながら， ーム

症が される場合には， 子どもが をしな

い ことに って，「 ームを 多 していい

から，終 ったら 題をやりなさい 」のよう

に， ームを の報 にすると，「 ームがで

きないなら をしない。 に ームをしてから

でないと しない」など， ームが の手

に発展しやすい。また， を った に，子ど
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もよりも が る であれ ， ームだけをし

て はしないといった になりやす ， が

子どもに を守らない い子 のレ ルを

貼る になることに注意が 要である。

質�問 4．ゲームばかりしており，ゲーム依存症で
はないか

症とは， している物質や行 によって

生活や に が生 ている である。しか

し，小・中学生の場合 ーム かりしていて学

校に行っていない というだけでは， ームのた

めに生活に が生 ているとはす には 定で

きない。学校に行か に， ーム かりしてはい

るけれど， 事や などの生活 や

にそれ ど 題がなけれ ，本 が別の要 で学

校に行かないという 択をしているだけで， ー

ム 症ではないということがある。

方で， ーム 症と考えられる場合にも，

単 に ームを り上 れ 元の にもどる

ではない。それは，子どもが らかの生きづらさ

を えながらも にも相 でき に 立した

が続いていることが発症の要 であることが多い

ためである。 ームを り上 た場合， い

の がな なった子どもの 神 が

することもあるため，注意が 要である。

質問 5．ゲームを取り上げてはいけなのか
それでは， ームを り上 てはいけないのか

というと，現 のとこ 明確な えはない。

症 療の 医と児 神医で見 が かれるこ

ともある。当 での から言うと，小・中学生

の子どもに関しては， ームを り上 る こ

とが な場合もある。 症 の デルであ

る の中での つき体 を つよりも，大

が 的に 入して を する方が，

が いと れる ースを度 するからであ

る。現 のとこ ーム 症の 正しい し

方 は明確になっていない。

ーム 症を った は， 子どもがどんな

生きづらさを えているか ，を することが

決の 口になることがある。また，子どもが

ーム以外の を せるよう，大 が 的

に子どもと に す を確 することも大

である。

参考文献
ーム 相 対応 アル, ーム 相 対応

アル作成委員会, 

田 , 山 , 代原奈 . 児 ・ 年期のイン

ター ト・ ーム ：大学 での から. 児

年 神医学とその ; : - .

Nakayama H, Ueno F, Mihara S, et al. Relationship between 

problematic Internet use and age at initial weekly Internet 

use. J Behav Addict ; : - .

（5 ）子どもへの薬の治療について知りたいとき
（豊原公司）
児 神 における 物療 の考え方・特

児 神 において， 合 症に対する

神 ， の 性 に対する 定

以外は，対症療 であると考えている。また

体 と異なり， 的な が しいことから

の 定が であり，使用を する も

しい。当 の医 は， 神 による 物療

を する目 として， 周 との が

こっていること を の つにしている。

に，小児の 患や症 に 応がある 神

は られている。本稿では，小児の注意 多

症（ADHD）および スペクトラム症（ASD）

の 性が 応症 となっている 神 によ

る 物療 に関する考え方を，質 に対する

という 式でまとめた。ADHD と ASD は す

ることも多いため，ADHD と ASD の 物療 を

まとめて説明する。

（ 応症： により当 医 の が確認され，

生 により使用を許可された 患や症 ）

質�問 1．診断を受けると，絶対に薬を飲まなけれ
ばならないのか。

は 方しないことが多い。現 点で，ASD
や ADHD などの発 を す は しない。

をしている のみ症 が和ら ，中 すると

原則として元の に る。

み続ける期 にもよるが， を み めて

があった場合， 年単位で み続けてもらうこ

とが多 ， 年 に中 をした に症 が



こども医療センター医学誌　第52巻　第1号　　　令和5年1月

（ 106）106

いた が続 ことがある。これは， の で

あるのか，子どもの成 であるかは とも言えな

い。発 の症 には，成 により するも

のも多いからである。年 が上がっても症 が

つかない場合は， が合っていないか， 子

関 が になっていないかなどを った うが

よい。その には， を すると同 に，

や 子関 を見 した うがよいことが多い。

ASD に関して言え ，す ての症 に対して

の がある けではない。相手の を

しに いなど，の特性には はない。 性

といって， のような症 には， の が期

できる。

・ を つける， に を与える。

・ を るう， 言をは 。

・物をこ す，地 を 。

・かんし を こす， りっ い， にな

る。

・ に き

・ うつ になる

・す に が する

以上に当てはまる 目が多い子どもの うが，

を 方することが多いのは確かだが， 以上だ

から 方するなどといった はない。大事なこ

とは，これらの症 により本 と周 との関 に

が きていないかどうかである。例え ，

子どもが他の子を いてしまった。すると，他

の子が んで れな なる。そのため本 は

にイライラして いてしまう。これが であ

る。家でも同 で，「要 が らないと する」

ことが にあると， としてもつい いてしま

ことがあるかもしれない。そうすると に子ど

もが するという が っている。

多 の さんは，来 するまでにさま まな

者から「決して かないで ださい。」と言

れ続けており，それができ に を ってい

る が多い。こういう が い場合は，

を めている。も ん周 と本 との で

あるため が最 であるが， に

は を要することも多 ， と同 に

物 をすることが多い。この を いて「なん

とかやっていけます」という を てる場合に

は， 方しない。

質�問 2．薬を飲み始めると，一生飲み続けなけれ
ばいけないのか。薬の量が増え，薬なしでは過
ごせない子どもになってしまうのか。

生 み続ける可 性は い。（当 が対応可

な） 校生年 までに を められる が多

い。 は， がある場合は 年 ど続けること

が多 ， 年 に を 続するかどうかを す

る。 いている があってもそれが の

なのか，成 によるものなのかは 明である。

こうした場合は， を中 して する。

明な中， と を出しつづけるのは医 として

も けたい。

の には 性があるものもある。しか

し， が きに いように の が改 さ

れ， 要以上の量が 方できないようにシス ム

されており， が 題になる場合は ない。

や 用が きないように， 家族が を 理

されていることも多い。

は 量から め， があるまで 的に

やす。 中に体が大き なった場合に 量する

こともある。この説明が だと，「 をやみ

もに やされた」「 が かない体になった」

と になるかもしれないため， な説明が

要である。また，あらか め らいまで使用

して， がない場合は中 すると説明してから

する。

質�問 3．毎日ではなく，興奮したときにだけ飲ま
せたい。
そういう 方を行うこともあるが，多 の に

は 性がな ， 日 み続けることによって

があがる が とんどである。また， して

いる に を ませることはかなり大 である。

を んでない子どもが， かない だ

け 方 が成 することは ない。

質�問 4．子どもが飲みたがらない時はどうすれば
いいか。
みたがらない理 による。理 が や 作

用である場合は， 体的な対応が可 である。そ

うでない場合には，注意が 要である。 と

して まされる などと える子どももおり，こ

ういった 「こっそり を 事に て ませて
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いいですか 」と かれる 家族もいるが， 成

しない。 を たことを づかれた には，大

は 用を う。

ま は 子どもの いを け め， り と

はないかを き， っていることを らして い

とこ が発 できるよう ける であることを，

子どもに えてい きである。す に 得はで

きな ても，この を続けてい と，それだけ

で 子どももいる。また，だい になっ

てから，本 の うから を する場合もあ

る。

【まとめと考察】
家族からよ ける質 の えをまとめた。

の説明を いて 得された ， を使 ない

ースも多い。 の説明は， の説明である以上

に，本 と周 との ，家族・本 の の

， 容など多 の 題を家族が 理する

会にもなる。そのことにより，家族と子どもの

定がもたらされると考えられる。

（6 ）子どもの精神科受診を考えた時 －ソーシャル
ワーカーの視点から伝えたいこと－（永井直子）

【はじめに】
ーシ ル ーカー（以下 SW）とは，本 の

立場にたって，本 と家族が える 理社会的な

題の 決を し， らし 地 で した

生活が れるよう する である。当セン

ター児 期 神 における SW 務として

は，本 ・家族との面 ，入 に関 る ，

地 者との連 等がある。本 の を展

するためには，本 と家族の理 が かせない。

そのため SW は面 等を た相 を してい

るが，本 や家族が「相 する」ということは簡

単ではないと う場面によ 出会う。

子どもが大 に「相 する」ことの しさ，子

ども本 の立場にた 本 の理 を める 要性

について， 事例を用いて SW の関 りを提示

した。

【精神科を受診する前に家族からよくある相談】
児 神 では，子ども本 が 相 者

であることは で，家族や 者からの相 で

まることが多い。子どもの 神的 から 神

を考えたとき，家族からよ ある相 を質

と の 式で した。

質�問 1．症状や話したいことをうまく伝えられな
いかもしれない。
症 の や ，本 ・家族の り事等を

に って 理し，事 と を 別すること

が 要である。それ れの意見の相 や 度 も

えられると い。相 内容が 数ある場合は，

順位をつけ，メ を活用するなどして， ら

れた 内で要点を簡 に えられると

い。また地 関 者からの 報も してお と

い。

医にとって， 場面以外は家族等からの

報が全てで，そこから本 の を ・

する。生活 や相 内容を的確に えること

は，本 の をする上で かせない。

質�問 2．診断を聞きたいような聞きたくないよう
な，という惧れを感じる。

を けると「 者というレ ルを ら

れた で け入れがたい」，「 や 等 を

る」という がいる。 方，「 のせいでは

ないと かった」，「 て方の 題ではないと

かり した」と える もいる。 を け

ることがためら れる という な を

医と し合えると い。また， 点を えた

り， 得できない提 については，他に い方

がないかを に考えるなどして，本 ・家族が

医と 的にコ ーシ ンをとる

が大 である。

質�問 3．本人が受診を拒んだときに，欲しい物な
どご褒美を使ってもいいか。

で来 させることが に いとは言え

ないが， 続可 な方 なのかを考える 要があ

る。本 が を にはどのような ，

見， が れているのかを に確認する

ことが大 である。「 神 ってなんとな い」

「大 には相 した ない」など を 理

はさま まである。 手順などの 体的な 報

提 や本 の に寄り うことで，本 が
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して できる場合がある。 神 は 療の

スタート地点である。 神 までの がそ

の の 療関 に大きな を与えるため，本

が 得した上で できるよう がけたい。

【「相談する」って簡単じゃない】
家族が り事を 者に相 することは簡単で

はない。ましてや，子どもが大 に相 をするこ

とは，もっと簡単ではない。子どもが っている

に，どのような で表現するのかについて，い

つかの場面を した。

・「 する」「 し し する」「なんか

しんどい」などと 的に し， 体的に表現

できない。

・体 が著し したり， 質的に 題を認め

ない 体的 がみられる。

・ ， 行 ，家 出し， ーム な

ど 題とされる行 で表現する。

・「大 は 用できない」「どうせ大 に しても

」「 に をかけた ない」など大

の や から， り はあるが相 できな

い。

・「 も ってない」「相 した ない」など，子

ども が 神的な や が っているこ

とに づいていない，あるいは認められなかっ

たり言いた ない。

以上のように，表現はさま まであるが，い れ

の場合も，子どもは らかの っている を

えていることが多い。

子どもが して大 に相 するために，大

はどのような けや対応をすることが ましい

のかについて，SW の 点から 事例を用いて

説明した。 事例目は単 の SW 面 ， 事例目

は 続的な SW 面 である。

【SW面接を行った架空事例の提示】
事例① 精神科受診を拒否する小 2男児
当 体 にて外来 中の小 男児。原 患

だけでは説明がつかない 体症 （ ）と

校 がある。 体 医 より 神 を提

されるが，本 が 神 に 的で が対応

に み，SW が 子面 を した。SW は，

する本 が して せる 作りを け

た。 に本 は「学校つまらない。家の方が

しい。家ではお は ならない。 の 生っ

てなんか い。」と った。 の 生を がる

理 については，原 患の 療 のために

みや を う 療 の がある可 性が考え

られたため， 神 の手順を説明するなど

体的な 報提 を行い， を図った。本

は「 神 の 生って学校に行けっていう 」と

に った。SW は， 神 は 校でき

ないことを めるのではな ，本 が して

せる 場所を に考える場であると説明する

と，本 は 校を 要されないことに の表

を か た。

学校に行けない事 は子どもによりさま まで

ある。 校という に対して， どうしたら

学校に行けるのか ? ではな ， 本 が学校

行けない理 は なのか ? という 点で，本

の立場にたって理 を めることが 要と考える。

事例② �拒食で入院した中 1女子が大人と信頼関係
を築くまで

発 特性があり対 が い中 児。 せ

が 行し， 体的 となったため， 神

に入 し SW が担当となった。関 の

ため，本 の 方的な を たすら という面

をし ら 続けた。本 の きな本，大 な

い出， イ ームなどに SW が を示して，

面 までに本 の きな本を読んで を え

ると，本 は しそうに い会 が んだ。

に，本 が SW の考えに を 相 的な会

に した。本 は「入 させられて だった。

もっと の を いて しい。もっと大 に

えたい。」などと や要 を表出するように

なった。その 方で，SW や 医に理 な

を つけ， に 的 度をとった。SW は

本 の 度に い， の 方 や関 り方

に んだが，その 度， 医や と相 し

まし合い，本 の を続けられるよう ーム

で え合った。本 が同 する 療内容について

の会 にあたっては， 行 をしたり 順を決

めるなどして本 が して参 できるよう

した。SW は， を や ではな

に大 に表現できるよう し続け， 見
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守った。 年以上 し「 なことがあったんだ

けど， っと いてよ。」と に り を言

える関 になった。

子どもが大 に相 できるようになる は簡

単ではない。

【子どもが大人に相談するために】
子どもが 題を認 し，大 に え，大 から

言を けとる の が 要である。相 する

子どもと相 を ける大 との関 性も 要であ

る。また，子どもが大 のアド イスを けとる

の が っていない場合，子どもの成 を見

守り つことが 要な 期もある。 者はいつ

でも相 を ける が っていることを示し続

けることが大 である。

神 までに，家族・ 者ができること

で大事な 点は下記の 点と考えている。

子ども本 の立場にたって，本 から見える

界がどうなのかを して理 しようとするこ

と。子どもの 界に を ，子どもの 界

を すること して， をすることはで

きない。本 でさえ かっていない に目

を ける が大 である。

「相 する」ことは簡単ではな ，子どもが大

に「相 できるように」 すること。 神

も相 は続 ため，子どもが大 に相

できるようになるまで， 者は 関

り続けることを がけたい。

【支援者へのメッセージ】
神 医 は 神 のプ フ シ ル

だが， 生のプ フ シ ルではない。

にしかできないこともあるが， ができること

には りがある。 にきたら全てが 決でき

る けではない。家族， 者， ，それ れ

の みや をお いに理 して，子どものため

に することが ましい。また，見 としが

なのが相 を ける の 神的 アの 要性であ

る。本 を える家族や 者が 神的に活 が

あり， っていることを かに「相 できる」こ

とが大 である。


